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研究成果の概要（和文）：本研究では中東の宗教的少数派バハーイー教とその日本との関係を、万教帰一運動を
キーワードにして分析した。具体的には、日本女子大学校の創設者成瀬仁蔵と東京帝国大学宗教学教授姉崎正治
の活動に代表される日本の万教帰一運動に注目した。成瀬は帰一協会の代表として第一次大戦前にバハーイー教
教主アブドル・バハーとロンドンで面会して、日本でも同教団との関係を維持しており、また作家・徳冨蘆花も
英委任統治下パレスチナのハイファで面談した記録を残している。

研究成果の概要（英文）：In this study, I analyze the relationship between Baha’i movement as a 
religious minority group in the Middle East and Japan based upon the keyword of Concordia movement. 
Especially, I focus upon the Concordia movement in Japan organized by Jinzo Naruse, the founder of 
Japan Women’s University and Masaharu Anezaki, professor of religious study, the Imperial 
University of Tokyo. Naruse met Abdul Baha, the hierarch of Baha’i religious sect, in London and 
kept his relations with them in Japan. It is also reported that Roka Tokutomi, a writer, met Abdul 
Baha in Haifa in the British mandatory Palestine, too. 

研究分野： パレスチナ／イスラエルを中心とする中東地域研究および近現代の中東イスラーム世界と日本との相互関
係
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、すべての宗教は一つに帰するという信念をもった万教帰一運動を、第一次世界大戦前の時期に焦点
を当てて成瀬仁蔵やアブドル・バハーといった具体的事例をもって明らかにしたところに学術的な意義がある。
第二次グローバル化の時代といわれる21世紀の現在、民族・宗教の間の相互不信がテロなどの暴力行為を通して
高まっており、そのような相互不信を乗り越えるための具体的な事例を取り上げて、第一次グローバル化の時代
といわれた19世紀末から第一次世界大戦までの時期に焦点を当てて、その意義を改めて検討したものである。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
 
１． 研究開始当初の背景 
 
本研究は、中東地域研究者としてその研究対象とするパレスチナ／イスラエルにあるユダヤ

教、キリスト教、イスラームという三つの一神教の共通の聖地エルサレムへの日本人による巡
礼を調査する過程であった。すなわち、日本人のキリスト者で最初に聖地巡礼を果たした一人
が徳冨蘆花（健次郎）であるが、日露戦争直後にパレスチナ訪問と同時に帰路ロシアに立ち寄
り、文豪トルストイに面会することをその旅行の目的としていた（徳冨健次郎『順礼紀行』1906 
年）。蘆花は晩年のトルストイはバハーイー教の絶対平和という考え方に傾倒しており、実際に
バハーイー教関係者と書簡のやり取りも行っており、その巡礼を調査する過程で蘆花の残した
文献に関心を持ったところから始まった。第一次世界大戦終了直後、蘆花は再度パレスチナを
訪問してトルストイから紹介されたバハーイー教教主に面会して、その時も『日本から日本へ』
としてその記録を残した。 

 
２． 研究の目的 
 
研究の目的として、以下のとおり５つの問題系を設定とした。 
第１の問題系（国民国家におけるマイノリティ問題）は、中東地域における国民国家の形成

とマイノリティ集団との関係の一般的特徴である。とりわけ、ユダヤ国家イスラエルにおいて
バハーイー教が公式にどのように位置づけられて共存してきたかを検討する。と同時に、なぜ
バハーイー教が十二イマーム派イスラーム国家イランにおいて現在に至るまで迫害されている
かを、オスマン朝末期からイスラエルに至る時期を対象にして対照的な事例として明らかにす
る。 
第２の問題系（万教帰一思想）は、バハーイー教の帰一思想とイスラームの預言者論（スン

ナ派およびシーア派十二イマーム派）との教義上の比較であり、その作業を通じてバハーイー
教における他宗教観を明らかにする。と同時に、バハーイー教の帰一思想の起源をも解明する。 
第３の問題系（欧米でのバハーイー教の認識）は、バハーイー教が欧米においてどのように

認識されてきたかを、欧米での研究史を追うことで解明することである。 
第４の問題系（日本との関係）は、バハーイー教と日本の帰一運動との関係である。その分

析を通じてバハーイー教の帰一思想とその運動と日本における帰一協会の思想と活動との共通
性と差異性を解明する。すなわち、すべての宗教は一つに帰すると考える万教帰一をめざす宗
教運動を国際比較の観点から検討する。 
第５の問題系（日本人信徒の伝記的情報収集）は、バハーイー教に帰依した日本人の伝記的

な情報収集である。このような日本人信徒の伝記的な情報収集を通して、バハーイー教と日本
との接点を検討した。 
 
３． 研究の方法 
 
本研究は５つの問題系を当該年度において複数取り上げることで、年度ごとにその研究計画

が実施された。5 つの問題系のうち第１の問題系（国民国家におけるマイノリティ問題）は、
本研究を貫く通奏低音ともいうべき基調的問題関心であり、その他の問題系を年度ごとに問題
系を組み合わせて実施した。 
同時に、日本国内における万教帰一運動をバハーイー教のそれと比較するために、帰一協会

の設立者の一人、宗教学者の姉崎正治・東京帝大教授の弟子でその影響を受けた大川周明の万
教帰一思想の原点である山形県酒田市に毎年資料調査を実施した。 
宗教的少数派としてのバハーイー教および日本との関係に関して、第１の問題系（国民国家

におけるマイノリティ問題）、第２の問題系（万教帰一思想）、第３の問題系(欧米での認識)、 第
４の問題系(日本との関係)、第５の問題系（日本人信徒の伝記的情報収集）の 5 つの問題系を
設定する。その際、バハーイー教を中東の宗教・宗派紛争の解決に向けて万教帰一をめざすモ
デルケースと捉え、21 世紀というグローバル化時代の宗教のあり方、あるいは宗教的共存・共
生のあり様を検討した。 

 
４． 研究成果 
 
 本研究においては、５つの問題系の相互関係を解明した。すなわち、バハーイー教の軸にお
いては、 ②万教帰一思想、③欧米でのバハーイー教の認識、日本の軸においては、④日本との
関係、⑤日本人信徒の伝記的情報収集、という二つの軸に基づいて、主要課題である①国民国
家におけるマイノリティ問題を宗教との関係から明らかにした。すなわち、中東の宗教的少数
派バハーイー教とその日本との関係を、その具体的事例として、日本女子大学校の創設者成瀬
仁蔵らの活動に代表される日本の万教帰一運動をキーワードにして分析した。すなわち、日本
での宗教的帰一運動の代表的な存在である成瀬仁蔵や姉崎正治らの「帰一協会」を、バハーイ
ー教との関係を視野に入れて、日本と中東という地域間の比較を行うことを目的とした。 
 さらに注目した人物としては、バハーイー教に関する著書のあるエドワード・G・ブラウン・



オックスフォード大学アラビア語教授（1862～1926 年）および人種主義者として知られていた
ジョゼフ・アルテュール・ド・ゴビノー伯爵（1816～82 年）である。ブラウンはバハーイー教
関係の文献を収集し、イギリスにおいて最初にバハーイー教の教義を紹介したイスラーム研究
者として著名であった。また、同教授は第一次世界大戦の際にはイギリス政府に対して戦争反
対の声を挙げた数少ない反戦の抗議者の一人であった。また、ゴビノーはイラン駐在仏外交官
として初期バハーイー教関連文献を最初に体系的に収集した者として知られる。この二人をバ
ハーイー教研究の先駆けとして、バハーイー教の生まれたイランの文脈において歴史的に位置
づけるための前提となる作業を行った。 
 さらに、バハーイー教に入信した日本に出自をもつ人物として、山口県柳井生まれでアメリ
カ移民の日系一世の藤田左弌郎（1886～1976 年）に注目し、藤田が米オークランドでバハーイ
ー教に入信し、アブドゥル・バハー教主の側近としてハイファのバハーイー庭園の設計と管理
に当たった経緯を調査した。 
この分析を通じて、第二次グローバル化の時代といわれる 21世紀の現在、民族・宗教の間の

相互不信がテロなどの暴力行為を通して高まっており、そのような相互不信を乗り越えるため
の具体的な事例を取り上げて、第一次グローバル化の時代といわれた 19 世紀末から第一次世界
大戦までの時期に焦点を当てて、その意義を改めて検討したものである。 
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